
2019年度　東京医科歯科大学　前期理系　第３問

問題 aと bを実数として，xy平面において，2つの曲線

C1：y = x4 ¡ x2

C2：y = a(x2 ¡ 1)

および直線

：̀y = b

を考える。ただし，C1 と `は相異なる 4点で交わるとする。また，C1 と C2 は 0< x0 < 1となる交点 P(x0; y0)

をひとつもつとする。このとき以下の各問いに答えよ。

(1) aのとりうる値の範囲を求めよ。また x0，y0 を aを用いて表せ。

(2) bのとりうる値の範囲を求めよ。また C1 と `の交点の x座標を bを用いて表せ。

(3) C1 と `で囲まれる領域のうち，y · bの部分を y軸のまわりに回転してできる立体の体積を V1 とする。V1

を bを用いて表せ。

(4) b = y0 として，C2 と `で囲まれる領域のうち，y · y0 の部分を y軸のまわりに回転してできる立体の体積

を V2 とする。3V1 = V2 のとき，aの値を求めよ。

N ikashika2019A 03:pbm


